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昭 和37年4月に竹 内研の助 手に採用 さ
れた のが、金研 生活 のスター トです。後 で
聞 いた話で真偽 のほ どは確 かでは あ りま
せ んが、私が 採用 された 理 由は、「あ いつ
は側車付 き自動二 輪の免許 を持 って いる、
面 白いヤ ッチャ」との こと。そ れか ら39年が経ちま した。
その間 、研究 テー マは 多岐 にわた りま した。助 手時代 は、半均質 炉用核
燃料Th-C系状態 図、UO、中のUの 拡散、BeO繊維 、気相 分解黒鉛(CVD-
c)、黒鉛層 間化合物 、c-SiC系ナ ノ・コンポジ ッ ト、昭和44年に助 教授 に
な ってか らは多元系ガ スのCVD、2年間 のペンシルバニ ア州 立大学滞在 中
は高分 子材料の動 力学的性 質、帰 国 して2年余 りは金研 付属材料 試験炉利
用施設(大洗施 設)で黒鉛 の照射損傷、昭和48年9月に特殊耐 熱材料学研究
部門 を担 当してか らは、酸化物 、炭 化物 、窒化 物のCVD、CVD一セ ラミッ
クス・ナ ノ・コ ンポ ジッ ト、炭化 珪素や窒化珪 素の超高温 酸化、CVD一セ ラ
ミックス複合粉末 、高強度 高靭性セ ラ ミックス焼結体 、酸化 物超伝導薄膜 、
CVD-C/SiC系熱応力緩 和型傾斜機能材料、屈折率 傾斜型光 フィルター、
誘電体薄膜、高温熱電変 換材料、放電プ ラズマ焼 結、などな どです。
こんなに広 範 囲の研究が できた のは、ご指 導下 さいました先生方 や諸先
輩、さらには多 くの優秀 な共 同研究 者(職員、各種研 究 員、院生諸 氏)のお
陰で、また設備 と研究 費 に恵 まれ た金研 にいた か らこそ と心 か ら感 謝 し
てい ます。
退官後 は 日本セ ラミックス協 会の会長 を仰せつ かってい ますので、我が
国のセラミックスの科 学・技術の 発展 のた めに精一杯尽 力す る所存 です。ま
た、私大 で講義 をさせて頂 くことに もな っています。このため、しば らくは
金研 に出入 りさせ て頂 きますので、どうぞよ ろしくお願 い申し上げ ます。
変な金属と40年
深瀬 哲郎
通 常の金属 に比 べ4-5桁も少 な く、等 し
い電子 と正孔 数がアク ロバテ ィックなバ
ランスを保つ5族半金属、ア ンダー ソ ン局
在状 態 にある半 金属や 縮退 半導 体、V,Si
やNb、Snなど強 い電 子一格子 相互 作用 に
よ り高いTcと奇 妙な物 性を示すA15型化 合物 超伝導体 、ミク ロな強磁性
秩序 と超伝 導が競合 ・共存す るHoMoe,Ss、2次元性導体BEDT-TTF系有機
合成 金属、酸化物 高温 超伝導体 な ど、40年間付 き合 ってきた物質 はど こか
「変 な金属状態」を示 す系 です。これ らの研 究の成果 は、高品質 の単 結晶 に
負 うと ころが大きか った のを感 じて います。最高 品質 を自負す るv、,Si単
結晶 は20年後 の現在 も国内外 か ら引き合いが あり、数個 が出稼 ぎ中です。
結 晶作 りに精魂 を傾 け られた研 究室 の諸氏、試料作 製室の技官 の方々、所
内外の諸先 生に改めてお礼 申しあげます。
最 後 に取 り組ん だ酸化物 高温 超伝導 体で は、NMRや超 音波 を用 いて 、
La一系 銅 酸化物 の いわ ゆ るlf8問題 を中 心 に研 究 して きま した。La2-.
Ba.CuO,i(X～工/8)の場 台、低温 正方晶 構造 にピ ン止め され たスピ ンと電
荷 の長 周期秩 序の発 生が超伝 導消滅 の原 因 と考 え られ て ますが、低 温正
方 晶転移 がな いLa,,一。Sr.CuO、(X～1/8)の超伝 導は、結晶 の ほぼ 全体 で存
在す る ことが超 音波実験か ら明確 です 。 一方NMRの スペ ク トル線解 析結
果 は、La2-。Ba。CuO1(X～1/8)とLaz-.Sr。CuOi(X～1/8)の両者 で(準)静的
磁 気秩序 がほぼ結 晶全体 で存在 する よ うに見 え、LaL,一,Sr.CuO4(X～1/8)
で はスピ ン フロップ も観 測され ま した。La2-。Sr。CuO,(X～ユ/8)にお ける
超伝 導を温存 させて いる(準)静的な磁気/電荷秩 序が どのよ うなものか、




もう定年 か と実感 した のは、人事掛 よ
り定年退職 日は平成13年3月31日付 け と
の通知 を受 け取 った時 で す。早 い もの で
昭和34年6月の入所か ら40年余 りの月 日
が経 ち、振返 って見 る と走馬 灯 のよ うに
過 ぎ、日進月歩 の速 さ を切 に感 じる今 日この頃 です。私が金研 工場 に配属
とな った職場 は木造 の平屋 の建物 で、平削掛 であ りま した。当時、ベル ト
掛 けの機械 と戦 争で焼 けた工作 機械 と新品 の1台の フライス盤 があ りま
した。そ の1台の フライス盤は平成10年ごろまで稼動 していま した。また、
床 と言 えば板張 で重 い もの を持 って歩 いてい る時 、床 が抜 け落 ちた こと
もあ りま した。
この ような工 場棟 をあ る 日、米 国留 学帰 りの先 生が来 られ、イ ンデ ィア
ンの住 居よ りも劣 る と話 された こともあ りました。それ か ら5年後 に現在
の技術 棟南側が建 て られ完成(昭和40年4月)後、機 械関係 と工場事務が入
るこ とにな り、心 を新 に して新 棟で の研究 支援す る ことが 出来 ま した。平
削掛 で21年と試作指 導掛、研究室工作 室に17年、そ して再 び平削掛3年 に
な ります。
平成4年4月には技術 室 として スター トし、平成11年2月に技術棟1の改
修工 事が行わ れ、工階 の機器 開発班 が ワンフ ロアとな り、機械 関係 の職場
が集 ま り、研 究支援 と して仕事 の流れが迅速 とな り、気持 ちの良 い環 境で
仕事 に励んで来 ま した。平 成12年4月には機器 開発技術 コアが設 置 され、
いまで は順 調に1年が過 ぎよ うとしています。
最 後 に、私 が このよ うな 流れ の中で長 い年 月を勤め 定年 を迎え る こと





部 屋 の 壁 にぶ ら下 が って い る今 年 の
カ レ ンダ ー に は、大 正90年、昭 和76年
とい う コ メ ン トが つ い て い ます。
そ の 数字 を何 とな く見 て い るうちに 、

















東北大学金属材料研究所本 河 光 博
低次元量子系においては、強い電子相関
と量子ゆ らぎによって顕著な量子効果 が






























∫'ピッ ク フ/研 究 最 蒭 線 丿
"共同利用"研 究会 レポー ト
放電プラズマシステム(SPS)の基礎












成がなった。共晶複合材料粉 をSPSで焼結 して得 られ た
焼結体は、高温で も強度が劣化しない。金属やセ ラミッ














































図2HERMESに よ り求 め られ た 液体AStt]Teseと、
AsoTeg{、の550℃におけ るS(Q)。HIT-Hから得 られ たテ ー
















本ワークショップは、3年にわた り、本所の重点化 ワークショップとして開催 されてきた
ものである。今回は最終年度 となった こともあ り、30名の 日本人に加 え、30名の外国人研究
者を招聘 して平成12年8月18日と19日の両日にわた り、仙台国際セ ンター において、本学の












　 　 　 　 き
momentumtransfer/A-1
図3液 体As」・TeHoの550℃と430℃にお け るS(Q)。
シリコンの真性点欠陥の高温挙動
大阪府立大学先端科学研究所大 嶋 隆 一 郎






















な った。しか し、放射光 が極めて高価 なX
線源であ ることに変わ りはない。そ こで
放射光を単 なる通常のX線 源の延長とし
て考 えるのではな く、放射光 の特性を活か
した利用が現在問われている。

















































料を中心とする材料科学 における強磁場の応用 に関する研究を行 うこと
を目的として、平成3年度 に10年時限(平成13年3月時限到来)で設置さ
れ ました。以来、ハイ ブリッドマグネッ トの開発研究、高強度ニオブ3ス
ズ超伝導材料の開発、15Tヘリウムフリー超伝導磁石の実用化など、超伝




丶技術 による高温超伝導体 を用いた強磁場磁石の実用化の研究は、これ ら
の課題解決に寄与する重要な研究領域と考えられ ます。そ こで、新セ ンタ
強磁場懋 纛 疆槲 鬲騾謙 雛 叢1繍禦




この計画 に対 して、これまでの助教授1、助手1か ら一挙に教授1、助教
授2、助手2の新組織 を認めていただいたところです。定常強磁場を利用
した共 同利用研究における中核的研究拠点 として、わが国の学 問・研究分


































に就 任 し、10月か らは施 設英 名 も
LaboratoryforAdvancedMaterials
(LAM)に変更 し、「施設独 自の新素材














の芽を育成 し発展させ るための基盤 を形成する』とい う目的に
合った運営を行う。
(11)施設と研究部 とのかかわ り合いおよび兼務、共同研究 を明
確にし、当施設の設備で研究 して得た成果は施設の成果 とする。
なお、本報告会報告集を12月に出版 しま した。興味の











価 を実施 され るように希望す る。」と締めくく
られています・それ以来・5年後の外部評f西が'








点検評価委員会では5年後 の平成12年度 に外部評価を受ける為の準備 を行い、研究活動や
教育活動等に関する資料を整理すると共に「金属材料研究所の活動」報告書を出版 しました。
第1回評価後の5年間に、金研を取 り巻 く環境は激変し、さらに大きな変革 も予想されます。























































立ち、審査の対称 となる教官が自ら提出する業績 リス トの内容やそれに
基づく業績審査方法等 も任期制度に先立って教授会で承認されました。
受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名
2月21日松原研 松原英一郎 表面技術協会論文賞




29日井上研 井 上 明久 日本金属学会 学術功労賞
花田研 花 田修 治 日本金属学会 学術功労賞
技術部 庄 子徳 志 日本金属学会 研究技術功労賞
3月 遠藤研 遠 藤康 夫 米国物理学会(APS)Fellowship
4月17日井上研 井 上 明久 科学技術長官 注目発明選定
5月10日前川研 小椎八重航 (財)本多記念会 第21回本多記念研究奨励賞
16日 技術部 大 久保 昭 粉体粉末冶金協会 技術賞
21日 強磁場 渡 辺和 雄 第凅 本間記念賞
福田研 島村 清 史 第1回本間記念賞
30日福田研 福 田承 生 フランス リヨ ン賞
31日 福田研 福 田承 生 フランス科学研究賞






9月2日 井上研 井上 明 久
OutstandlngComtrlbutionAwardintheInter
-nationalConferenceonBulkMetallicGlasses
27日技術部 若松 公郎 日本分析化学会 有功賞










30日井上研 井 上 明久 CitatlonLaureateAward(引用最 高栄誉賞)
11月6日前川研 遠 山 貴 巳 金属助成会 第10回金属材料科学助成賞
花田研 吉 見 享祐 金属助成会 第40回原田研究奨励賞一
新素材 水 関 博志 金属助成会 第40回原田研究奨励賞
11月 前川研 前 川 禎通 AlexandervonHumboldt賞
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教授会では度々、所 長や評議 員か ら、
東北大学は2003年あるいは2004年度に
法人化が始まることを想定 して、法人化
移行 に伴 う諸問題 を急 ピッチで議論 さ
れているとの報告を受 けてきました。評
議会の下に 「東北大学 の法人化 に関す る
検討委員会」が設 置され、本格的 に検討













































河村 能人 助 教授:10/工付熊 本大学 ・助 教授へヨ=「`≡ ・・=
西松 毅 助手:6/1付採用(川添研) 石原 純夫 助 手'1/1付 東京 大学 ・講 師へ
藤原 航三 助 手'9/1付採 用(中嶋研)
林 好一 助手:10/1付京都大学大学院1二学研究科から配置換(松原研) アラン レザ ヤハ リ 教授:6/15付フランス国立総合技術研究所から(井上研)
野村 直之 助 手 ・/0/1付採 用(花田研) テービツド ピーター ベランジャー 教授 臼/工付カリフォルニア大学サンタクルツ校から体 河研)
沈 正七 助手:10/16付採 用(八百 研) ス チュ ワー ト エ ドワー ド バー ンス 教 授:9/1付 マイ アミ大学か ら(前川研)
ティナ マ リー プ リエ ール 助手:11/1付採用(川添研) 千葉 利信 教授10/1付科学技術庁無機材質研究所から(長谷川研)
長谷川 正 助教授1/1付東京大学物性研究所から昇任(井上研) 黒田 規敬 教授:10/1付熊本大学工学部か ら(本河研)
灘飜韈爨韈鑼鑼1灘1鑼賺鎌難鯊篶慧韈鑞驫韈驪驪欝鑼 韈鑠繋織靆、田島 節子 教授・10/1付(財)国際超伝導技術研究センターから(遠藤研)
ケー ワン エス フ ァル ジャー二 助教 授:9/1付助手 か ら昇任 猿倉 信彦 教授:ユ0/1付岡崎国立共同研究機構分子科学研究所か ら(福田研)
高梨 弘毅 教授:11/1付助教授から冒任 スリニヴァサ ランカナサン 教授:10/1付インド科学研究所から(井上研)
b
昌 冒 「3
ステ フ ァン デュエ ン ダービン 助教授:9/4付辞職
灘 ・慧 ・辮 ・鍵馨





いている、コピー ライターの田邊 さん と3
人の女性軍が広報室 の屋台骨を背負って頂
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